
１．メジャーについて

　「国際ビジネスと社会発展」メジャーを代表し

て私がこの原稿を書くことになったのですが，メ

ジャーについての紹介は，「社会科学論集　第

１４６・１４７ 合併号」（２０１６.３）の伊藤孝先生の原稿に

適格にまとめられています。その原稿から引用し

ますと，本メジャーの目的は「必修科目に国際経

済論，国際経営論などが含まれるように，経済と

経営の国際化，グローバル化について学び，研究

すること」及び「現代社会の発展を，経済，経営

の面だけでなくより広い範囲について，多様な学

問領域にまたがって学び，研究すること」（１）とさ

れております。したがって，このメジャーについ

ては２つの大きな柱，国際ビジネスと現代社会，

というテーマがあると考えてください。私は後者

の現代社会についての一要素である，都市をテー

マとして研究を行っております。

２．都市を研究するとは

　私の研究テーマである，「都市」の研究の面白

さは，複雑な要素が絡み合っていること，かつ空

間的な都市の広がりだけでなく「人」「コミュニ

ティ」の存在が力強く影響しているさまを分析す

ることにあります。そこには，場所や人とのたく

さんの出会いがあります。

　もっとも，都市の研究には様々なアプローチが

あります。地域経済学や都市経済学，都市論や都

市計画，都市デザイン，都市社会学，等々分野を

超えた学問の広がりがあります。この中でも，私

が最初に研究を始めたのは都市計画・まちづくり

の分野でした。

（１）背景

　私が都市を研究するようになった背景ですが，

私は工学部出身で，もともと建築学科で学んでい

ました。高校生の頃はもちろん建築家になりたく

て建築学科に進学したのですが，もうすこし大き

なスケールのことを考えたくなりました。あまり

精密な性格ではなかったということもあります

が，都市のダイナミズムと，コミュニティとの対

話という点に惹かれて，大学院で都市計画の研究

室に進みました。私が大学院に入った当時，ちょ

うど「住民参加のまちづくり」というテーマが盛

んに議論されていました。今では行政が住民参加

をプロセスに取り入れるのは珍しいことではあり

ません。公共建築の設計や，みちづくりなど，現

在は様々な分野で住民参加のプロセスが組み込ま

れています。しかし当時はまだ，先進的な自治体

が試行錯誤を重ねながら，都市コミュニティの中

でのまちづくりのあり方を進めていたころでし

た。私はなぜか，コミュニティとまちをつくると

いうコンセプトに惹かれて，住民参加のまちづく

りについての卒業論文と修士論文を書くこととし

ました。

　研究のスタイルはとにかく話を聞くことでし

た。話を聞くには，現場で複数のコミュニティメ

ンバーや行政の人たちが参加して行う「ワーク

ショップ」と，一対一のインタビューという方法

があります。まず「ワークショップ」とは，住民

と行政，専門家が一緒に議論し，都市づくりにつ

いての意見を交換し合う場のことです。参加者は
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それぞれの立場で，まちづくりについての意見を

出し，みんなで話し合います。こういったワーク

ショップでの記録をもとに，住民参加における課

題はなにか，どのような話し合いの場をつくれば

効果的にまちづくりの対話ができるのか，という

ことを分析しました。分析の方法は，発言の質的

な分析，及び議論のプロセスと変遷です。そして

一対一でのインタビューでは，その人のまちへの

関わりや，まちへの思い，思い出などを聞いてい

くことで，コミュニティの実態を明らかにしてい

きました。こういった研究ですので，基本的には

コミュニティにおける人のふるまいや関係性を研

究していたと言って良いのかと思います。また，

住民参加の方法論の研究として，自分の意見を発

言することが苦手な人でも意見を言えるように，

また，他の人の立場になって都市を考えられるよ

うに仕掛けをしながら，ワークショップを行って

いきました。これが，その後の進路につながって

いきます。みなさんも，直感的に面白いと思った

ことが，その後の進路決定につながっていくこと

があるかもしれません。

（２）アメリカでのまちづくりとコミュニティ

　日本の大学院を出た後，二度目の修士課程とし

て，アメリカ合衆国ワシントン州シアトル市にあ

るワシントン大学（University of Washington）と

いうところに進学しました。西海岸に位置し，カ

ナダにも近いシアトル市は，とてもリベラルで多

様性があるところであり，地理的にアジアとのつ

ながりも強い中で，アジア人としてのアイデン

ティティを考えさせられるところでもありまし

た。ともかく水辺と緑が多く，美しいまちです。

ところで都市の骨格として，アメリカには「ネイ

バーフッド」と呼ばれる地域単位があります。日

本では町内会・自治会と呼ばれるものがありますが，

それとはまた異なる，地理的な範囲です。シアト

ル市では各ネイバーフッドに支所とコミュニティ

のアドバイザーを配置し，コミュニティと一緒に

まちづくりを進めるシステムが整っていました。

ですので，シアトル市を “City of Neighborhoods”

と呼ぶ人もいます。（ネイバーフッドの力が強い

という意味です）日本でも世田谷区など，まちづ

くりをより住民に近い場所で一緒に考える仕組み

がある自治体もありますが，シアトル市の場合は，

住民に徹底的に権限委譲を行っているところが特

に進んでいます。当時ネイバーフッドでは，自分

たちのまちをデザインする上で必要なまちづくり

コンサルタントを選ぶ権限もありましたし（日本

では考えられないことです），自分たちでプロ

ジェクトを提案して，まちづくりのための資金を

行政から得るようなシステムもありました。驚く

べきは，行政は総合的な計画の中で，住民が自ら

行うこういったまちづくりも市の計画の一部とし

て取り込んでいたところです。そして，シアトル

市は，プロジェクトによっては一千万円単位でコ

ミュニティに直接まちづくりのための資金提供を

行っていました。こういったプロジェクトを行っ

ていくのは，行政だけでなくコミュニティにとっ

ても，ものすごく労力のいることです。行政の権

限委譲というシステムだけでなく，住民の責任感

の強さという，双方向の姿勢がまちの魅力づくり

につながっているのだということを感じました。

　余談ですが，このときはもちろん英語に苦労し

ました。しかし，滞在していると三ヶ月ごとに耳

が慣れてきて，そのうち話す方も結構なんとかな

るということが分かってきました。アメリカはと

にかく独特の発音に慣れないといけませんが，そ

れに慣れれば，あとはどうにかなるものだと思い

ました。テレビを一生懸命見て慣れるように努力

していましたが，そのときちょうどドナルド・ト

ランプ司会の“The Apprentice ”を放送していて，

トランプが番組の最後に言う“You’re fired!”が

はやっていたことを思い出します。本当に余談で

すが，こういったリアリティショーが現実の世界

に影響を与えるのもアメリカ文化です。これも一

つの現代社会を考える上での例ですが，アメリカ

のみならず海外で学び，生活してみることは現代

社会を考える上で重要な機会をみなさんに与えて

くれますから，ぜひ積極的にチャレンジしてほし

いなと思います。社会問題を考える上で，答えは

一つではありませんし，私もよくやりがちです

が，とかく解決策を考える際に「アメリカでは…」
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もしくは「ヨーロッパでは…」と言いがちなとこ

ろがあります。しかし，ユートピアがどこかにあ

るのではなく，アメリカでこういった権限委譲と

コミュニティの責任体制がまちをつくっているの

には，それなりの背景があります。一例を挙げま

すと，コミュニティを安全な価値ある場所として

保っていくことは，不動産価格の維持・向上につ

ながります。不動産価値の維持・向上に対するモ

チベーションの高さは，所有する住宅価格の上昇

が自分の消費生活の拡大に強く影響するというこ

とが背景にありますし，かつ中古住宅市場がアメ

リカでは大きいので，自宅を売りに出すときの価

格に反映されるという事情があります。この点だ

けを日本と比較しても，日本では自宅を売りに出

すという発想で地域価値を捉えていません。なぜ

なら，日本では中古住宅市場が小さく，地域のメ

ンテナンスに尽力したとしても，それが中古住宅

の市場価格にダイレクトに反映するということが

考えにくいからです。それから地域の治安の維持

ということもモチベーションの一つとしてありま

す。他には，小さな政府を志向すること，すなわ

ち DIY（Do It Yourself）の精神がまちづくりに

も反映していること，多民族国家であることから，

より自分たちのグループの声を届け，独自の文化

を守ろうと努力しつつも，対立の構造とならない

ように積極的な対話の場が必要であること，など

様々です。もちろん他国の良い部分は取り入れて

考えてみるべきではありますが，その前提として

「なぜこの社会ではこのようなことが必要なのだ

ろう」とまず考えてみることが必要だと思いま

す。日本とアメリカではまちづくりに対するモチ

ベーションは全く異なるものです。留学はそう

いったことを考える機会を改めて与えてくれまし

たし，社会の読み取り方には多面性があるという

ことも実感させてくれました。

（３）博士論文における研究

　さて，日本に帰ってきて博士論文を書くことと

なりました。テーマは，まちづくりをどのように

支援したらいいか，ということでした。これは，

コミュニティがまちづくりのための方法の選択肢

を得て，自ら公共的な役割を果たしながらも，自

分たちのまちをよくするために汗をながす，その

ときに行政はどのように支援していけるか，とい

うことです。先程安易にアメリカやヨーロッパの

例を引き合いに出して解決法にしない方がいい，

と言いましたが，この博士論文の中では日・米・

英のまちづくりへの支援のあり方についての比較

を行いました。簡単にその結論を言いますと，イ

ギリスはまちづくりの支援のシステムは福祉政策

的なアプローチとして実施していることが分かり

ました。具体的なイシューとして，移民の生活支

援や貧困地域への支援など，そういったところに

重点的な支援措置を行っている状況がありまし

た。もちろん英国の中でも地域にもよりますが，

都市の中で条件が急に悪くなる特定の地域があ

り，そういった場所に集中した，悪化した状況へ

の支援としてまちづくり支援の資金援助がなされ

ていました。今日はさらに重要な社会的課題と

なっていますが，当時から移民のコミュニティに

配慮したプロジェクトが行われていました。それ

と比較して，米国は自助努力が盛んに行われてい

るところほどまちづくりの支援をうけているよう

でした。日本はというと，行政が一生懸命システ

ムを先んじてつくり，これから住民がそれに応え

てくれることを望むような段階にありました。一

部の熱心な層は自らまちづくりに手を挙げます

が，それ以外の人々の中で，日本社会の中でのま

ちづくりの担い手の裾野を広げることの難しさが

あったのです。もちろん熱心な層を支援すること

は重要です。しかし，そのころはまだ住民がなに

かを先んじてする，というよりも行政が協働のシ

ステムを整える方が先行していましたし，やはり

システムだけが存在していてももったいないです

から，それを使うコミュニティが育っていく必要

がありました。今はこういった状況もずいぶん変

わってきていることを実感します。それは，人口

減少社会ということを，行政だけで無く市民も真

剣に捉えはじめ，そういった危機を感じる状況が

まちづくりへ参加し，実行するモチベーションと

なってきているということです。特に地方都市で

は，若い世代が新たなライフスタイルを開拓しな
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がら，まちとつながってプロジェクトを進めてい

く事例が特殊解ではなくなってきています。移住

し，ゲストハウスを始めたり，空き家をリノベー

ションしたりして，それまで不利条件だと思われ

ていた古さや都市部からの遠さを逆に価値として

考え，地域資源を活かしたまちの魅力をつくる動

きがでてきています。これは，日本における大き

な変化だといえます。

（４）現場で考えること

　最初に申し上げた通り，研究の中ではたくさん

の人から話をお伺いします。それは，コミュニ

ティの実態を知るためです。ですので，私の研究

はミクロなレベルから考える，帰納的なものであ

ると言えるでしょう。このような研究ですので，

まちづくりの現場には頻繁に出かけていきまし

た。日本国内でも，地域によって都市の課題は全

く異なります。例えば以下に述べるように，東京

圏と地方都市のまちづくりでは全く課題が異なっ

てくるわけです。

a）東京圏のまちづくり

　１０年近くコミュニティと協働しながら研究・

分析を行っていたのは，東京の西部にある都市計

画事業を抱えた商店街地域です。道が狭く，密集

した市街地であり，大きな震災が起きた場合の防

災について考えなくてはならない地域でした。解

決方法を簡単に言えば，道路を拡げ，コンクリー

トでできた３階建て以上の建物を建てれば，防災

性能は向上するでしょう。そうすれば逃げ道もで

きますし，震災の際に延焼を防ぐこともできま

す。しかし，その場所には既に人々の生活や商売

や営みがあります。みなさんならどうするでしょ

うか。これも現代社会を考える上での問いであ

り，簡単な答えはありません。こういった密集し

た市街地は，不動産の権利関係は複雑です。法律

上，一度建物を壊すと，その土地には新しい建物

を建てられない，というところも存在します。そ

れでいて２３区内ですから，地価は高く，権利関

係は細分化されています。そこに住んでいる人た

ちは，引っ越してもいいという人もいれば，決し

て動きたくないという人もいます。その場所から

動きたくない，と言ったとき，その理由も様々で

す。近隣のつきあいが強く，コミュニティを離れ

たくないという人もいますし，住民が美しく緑を

飾る路地空間を気に入っているかもしれません。

せっかく入った保育園に近い方がいいという家族

もいますし，高齢で引っ越しが大変だという人も

いるでしょう。そして何より，いくら補償がある

といっても引っ越しや建て替えに伴う金銭的な負

担は大きく，生活に対する不安を訴える人も多く

いるわけです。お店をやっている場合ならば，別

のところで仮店舗を構えなくてはいけませんが，

お客さんが離れてしまうかも，という不安も生ま

れてきます。このように各世帯にはそれぞれの考

えに背景と理由と生活があり，みんなが簡単に合

意して防災を意識した建て替えが進む，というこ

とはなかなか考えにくいことです。そしてなにか

を変えようとすると，その土地に権利をもってい

る人たちがみんなで納得しなければ，なにごとも

進まないわけです。こういったことがあるからこ

そ，コミュニティを構成する人々に話を聞き，対

話を進めていく必要があるのです。

　また，商店街がどうやったらにぎわうかという

点も一筋縄ではいかない問題です。２３区内は人

口が多いにもかかわらず，商店街はにぎわいとい

う点から困難さを抱えているところも多くなって

きています。加えて都心部はマンションの需要が

高く，かつて商店が並んでいたところにマンショ

ンが並ぶような状況も増えてきています。そうす

ると，商店街のにぎわいに重要な「連続性」とい

うものが失われてしまいます。こういったときに

考えられる方法として，都市計画の仕組みの中に

「地区計画」という方法があります。これは，き

め細かな地域のためのルールを考えるための手段

です。例えば建物の高さや，建物をどういった用

途に使うかということが決められますが，商店街

ならば一階は店舗にして，ずらっとお店が並ぶま

ちにしましょう，ということも決められるわけで

す。ただし，決めるときにはたくさんの人の合意

を得なくてはいけません。

　これらの例のように，都市にはたくさんの権利

や意見を持った人たちがいて，それだからこそ活
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気が生まれますが，意見や立場の対立も生まれる

こともあります。これが，都市研究のダイナミズ

ムです。確固たる指示系統があり，だれかが意思

決定すればその方向に進むというようなヒエラル

キーがあるわけではなく，みんなが考え，みんな

がアイディアを共有しなくては前には進みませ

ん。東京圏では特にこういった傾向が顕著である

といえます。これは非常に難しいガバナンスであ

ると同時に，都市研究のおもしろさでもあるとも

言えます。

b）地方都市のまちづくり

　東京とはまた別の視点で，地方都市のまちづく

りも研究しています。特に研究テーマの中心と

なっているのは，地方都市の中心市街地です。み

なさんはこれまで中心市街地で買い物をしてきた

でしょうか，それとも郊外の大型店舗で買い物し

た思い出の方が多いでしょうか？　地方都市の中

心市街地の活性化についての研究では，郊外型の

大型店舗が増加し，車社会が進む中で，中心市街

地にしかないものはなにか，そして，そこでコ

ミュニティがどのように動いているか，というこ

とを研究します。東京圏での研究と異なるのは，

地方都市は中心となる場所やまちづくりのキーマ

ン・キーウーマンとなる人が比較的明確であり，

比較的強いコミュニティで結ばれているというと

ころにあります。

　政策面では，１９６０年代から国は地方都市の活性

化について様々な計画を打ち出してきました。

１９７２年の田中元首相による「日本列島改造論」，

１９８０年の大平元首相による「田園都市国家構想」

など，中央の政治家も地方都市のまちづくりのあ

りかたについてアイディアを投げかけています。

近年は，中心市街地活性化基本法や安倍首相の地

方創生政策など，連綿と東京一極集中是正にむけ

た政策が進められてきたのです。一方で，増田寛

也著「地方消滅」（中公新書，２０１４）の指摘のよ

うに，地方都市の人口減少に伴う問題はさらに深

刻になっています。

　地方都市の中心市街地で育った私としては，中

心市街地は都市にとって重要な資源だと思ってい

ます。地方都市の研究では，なぜ中心市街地に買

い物にあまり来ないのか，アンケート調査をした

り，中心市街地内で買い物客がどのように回遊す

るかという調査をしたりして，その実態を明らか

にすることをしてきました。また，調査フィール

ドである石川県金沢市では，地域のコミュニティ

の人たちと一緒にまちづくりを考える会をつく

り，「金沢らしさとは何か」（山出保＋金沢まちひ

と会議，北國新聞社，２０１５）という本を出版して，

中心となるまちの大切さについて広く問いかけま

した。この本の中では，金沢らしさをつくる要

素，そしてまちづくりにおける文化の重要性を訴

えています。郊外部の大型店には，買い物の「機

能」という点では中心市街地は負けてしまうかも

しれません。しかし，地域コミュニティへのアン

ケート調査をした経験からも，住民は中心市街地

に「心理的」中心性を今でも持っていることはわ

かりました。そういった心理的中心としての中心

市街地をどのように分析し，実態を明らかにした

上で活性化のための提案をしていくことができる

かということが，私の研究の中で重要なポイント

となっています。現場では，美しい町家が残るま

ちなみが，どんどん駐車場になっていったり，一

方では投資が進んで観光地化が進んだり，という

両極の状況が併存しているようなこともありま

す。そういった実態を感覚では無く，数字や事実

の積み上げで明らかにし，改めてコミュニティが

自分たちのまちを考える上での材料を提供するの

も研究者の役割の一つであると考えています。

（５）現代の都市の課題

　みなさんがこれから都市に関心を持ち，研究を

するとすれば，最も避けて通れないのは人口減少

や高齢化社会の中で，都市がどのように変化して

いくべきか，ということです。人口が多いさいた

ま市にいるとあまり実感がないかと思いますが，

埼玉県内でさえも，すでに人口減少が都市のあり

方に影響を与え始めています。例えば高度成長期

に形成された団地やニュータウンにそういった兆

候が見られます。戦後まだ住宅が不足していたこ

ろ，東京に通勤する人たちのために各路線沿いに

数多く供給された団地は，集合住宅にせよ戸建て
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住宅にせよ，その役割を変化させつつあります。

そして，今の時代は住宅不足よりも空き家の方が

社会的問題となっています。特に交通が不便な地

域に建てられた住宅は需要という点から困難な状

況にあります。高度成長期からバブル期に建てら

れた団地の中には，最寄り駅からバスでアクセス

するようなところにあるものも多いのです。一方

で，会社勤めを終え，東京に通勤する必要がなく

なった方々にとっては交通の便はそれほど問題で

なく，むしろ支え合いのコミュニティの方が住環

境の重要な要素となっていきます。そうなると，

世代別で住宅の需要のあり方が変化していくかも

しれません。高齢化した世帯が増加する中で，こ

れからの住宅需要はどのように変わっていくで

しょうか？　例えばこういった問いに答えていく

必要があります。

　一方で，空き家の増加がこれほど問題になって

いるにも関わらず，皆さんも住宅が新しく建設さ

れている状況を周囲でよく見かけるかと思いま

す。空き家が８００万件あると言われている中で，

年間１００万戸近い住宅が今でも建設されていま

す。そうすると，これからも空き家がますます増

えていくのでは無いかという心配も出てきます。

また，都会でも地方都市でも問題になっているの

は，危険な空き家の存在です。家も，誰も使わず

に放置しておくと状態が悪くなり，倒壊の恐れが

あるものもでてくるのです。そして実はそのと

き，所有者は誰なのかを特定することさえも難し

く，誰が壊すための費用を持つのか，という問題

も出てきています。都心部でもこのような状況は

ありますし，まして不在地主が多い地方都市にお

いてこれは深刻な問題です。

　このような問題から，「コンパクト・シティ」

として，公共交通の近くに集まって住もうという

集約型の都市像の検討も現在進められています。

みなさんの生まれ育ったまちでもこういった計画

づくりが進んでいるかもしれません。そうする

と，みなさんのよく知った都市のかたちが変化し

ていく可能性があります。

　このように，社会動向，政策意図，公共の役割

などが都市づくりの上で，重要な判断材料となっ

てくるわけですし，研究はその判断の一助となり

得るわけです。

（６）面白さとはどこにあるのか

　いろいろと状況を述べてきましたが，都市の研

究の面白さには次の２つがあると考えています。

第一にコミュニティとの対話ということがありま

す。コミュニティがヒエラルキーではなく，フ

ラットな関係性を持ちつつ，行政や専門家との関

係の中で，まちをどのようにつくっていくか，そ

のダイナミズムを分析することが面白さのひとつ

だと思います。第二に，ソフト（コミュニティや

生活など）とハード（建物や空間）の両者にまた

がる分析方法の多様さだと思います。前述したコ

ミュニティの分析はソフト面の分析ですが，それ

がハード面としての空間にダイレクトに反映して

くる場合もありますし，まったく無関係に働いて

いる場合もあります。しかし，どちらか一面だけ

を見ていればいいというのではありません。特に

近年は都市を考える上でソフト面の存在感が増し

てきており，古い建物の活用など，ハード面の変

化がソフト面の変化に引っ張られていることを分

析するのも興味深いことです。

　みなさんの身近な存在としての都市ですが，そ

れらが形成された背景を改めて考えると，今まで

とは違うものが見えてくるはずです。ある研究対

象に対して違う眼をもってみる，というプロセス

を経験し，自分なりの視点形成の能力を培うこと

自体が，これからのみなさんにとって必要な武器

となってくれることでしょう。関心のある分野を

見つけ，オリジナルな視点を形成することを研究

の楽しみとして経験してください。
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